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基本計画の位置付け

基本構想で掲げる「7つの政策（施策の指針）」のもとに、7つの政策
の実現に向けて、中期的（前期計画：3年度間、後期計画：5年度間）
に実施する施策（※）を体系的に整理し、施策ごとに、明確な目標と、
その目標の実現に向けた具体的な取り組みを定めるもの
※清須市が担う行政分野や組織の所掌事務を踏まえて、複数の事務事業をその目的により束ねるもの

 1次総合計画［改訂版］の施策単位をベースとしつつ、現状の行政
課題や組織体制を踏まえて、新たに３７の施策を設定する。

施策単位で主担当課を設定するとともに、「目指す姿」とその達成
状況を評価するための「達成度指標」を掲げ、予算事業との整合
性にも留意しながら、『目標の実現に向けた政策・施策・事業を最
適に展開するための、行政運営マネジメントの基軸』の核となる計
画とする。
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基本計画の計画期間
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 「基本構想」において長期的な視点に立った将来に実現するまち
の姿を描いた上で、「基本計画」については、計画の進捗状況や
社会情勢の変化等、さらには関連する個別計画の見直し等に的
確に対応するため、前期・後期に分ける。

清須市のまち・ひと・しごと創生に向けた具体的な対策をまとめた
「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2016年2月策定）との一
体的な推進を図る。



基本計画のレイアウト①

第１次総合計画［改訂版］のレイアウト
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基本計画のレイアウト②

施策ごとに、見開き２ページの内容とする

施策ごとに、現状と課題を整理する（市民満足度調査における満
足度・重要度の経年変化のデータも付記する）

施策ごとに、施策の目標となる「目指す姿」を提示するとともに、
「目指す姿」にどの程度近づけているかを測るための「達成度指
標」を設定する（原則として数値によるアウトカム指標）

 「目指す姿」の達成に向けて、計画期間中（2017～2019年度）にお
ける、具体的な取り組みを記載する（予算事業のほか、予算を伴
わない取り組みについても記載）

※レイアウトの詳細は資料１２のとおり

レイアウト変更のポイント
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基本計画を核とする行政運営マネジメントの展開①

※１ 「市民満足度調査」の中で、別途設問を設けて、７つの政策の実現度合いについても
アンケート調査を行う予定（“○○なまち”になっていると思う市民の割合）

※２ 「達成度指標」の検証と「事務事業評価」の結果を踏まえ、施策の現状（これまでの取
組結果）や今後の課題等を毎年度整理

計画構成のイメージ（政策・施策・事業の三層構造）
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基本計画を核とする行政運営マネジメントの展開②

 「施策評価」を軸とした計画の進行管理・検証・見直しの実施

マネジメントサイクルのイメージ
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